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東南 アジア ・オセアニアにおける諸民族文化のデ ータベースの作成 と分析

流 通 ・交 換 1500

竹 村 卓 二*
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 1.ま え が き

 筆 者 が担 当 した の は,大 項 目番 号1500の 《流 通 ・交 換》であ る。 さ らに これ は《物 々

交 換》(1501)以 下9個 の小 項 目 に再 区 分 さ れ て い る。 以 下 各 小 項 目に つ いて,「 民 族 ・

文 化 項 目マ トリ ックス」 及 び 「文 化 項 目分布 図」 に 基づ き,若 干 の コメ ン トを 試 み た

い 。 な お今 回 は,当 面 特 に重 要 と思 わ れ る 《物 々交 換》(1501),《 鋳 造 貨 幣》(1502),

《(貨幣 と して の)子 安 貝》(1503),《 常 設 市場 》(1507),《 定 期 市 》(1508),以 上5項

目に コ メ ン トの対 象 を 限定 した ことを あ らか じあ ことわ って お きた い1)。

 2.物 々交 換(1501)

1) まず最初に気づくことは,北 タイの山地民族の中で,Yao, Miao, Akhaの

もとに物々交換が見られないことである。 これは,彼 らの間にかなり早 くから貨幣経

済が普及 していたことを暗示する。事実,1970年 代前半にこの地域のYaoの 経済生

活を調査 した量博満は,「 貨幣経済下にある山地種族間では,物 品の交流があっても,

決して物と物との直接交換ではな く,必 ず貨幣を通 じた売買交渉である」(強勢竹村)
                                                                                              

[量 1978:173]と 報 告 して お り,上 述 の暗 示 を裏 づ けて い る。

2)一 方,同 じ く北 タ イのMrabriは,独 特の 物 々交 換 を行 な う ことで 知 られ て い

*国 立民族学博物館第1研 究部

1)今 回取 り上げるにいた らなか った4小 項 目,す なわち 《石貨》(1504),《(貨 幣 としての貝殻

 ビーズ》(1505),《(貨 幣と しての)む しろ(パ ンダ ナス)》(1506),《 行商人》(1509)に つい

 ては,コ メ ントすべき内容がま とま り次第,機 会 を改 めて報告す る所存である。
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る2)。 例 え ば,ベ ル ナ ツ イ ック(Bernatzik, H.)は,彼 らが 自民族 同士 で は交 易 を行

なわ ず,Miao, Lao, Yao,な ど と,直 …接バ ータ ー に よ って 蜂 蜜,蜜 蟷,籐 材,柴

薪,む しろ,籠 細 工 な ど と引 き換 え に,タ バ コ,稲 米,食 塩,食 肉,中 古 衣 料,各 種

刃 物 な どを 入手 して い る こ と,そ して この交 易 が 通 常 は 交 易相 手 の 種族 の 村 落 で行

なわ れ,中 間 に 中国 系 商人 が 介 在 す る こ とは ご く稀 で あ る こ とな どを 報 告 して い る

[BERNATZIK l 938:153-154]。 ただ しこれ が,い わ ゆ る 《沈 黙 交易 》 に該 当す る も

の か ど うかに つ い て は,こ れ ま で関 連 した 報告 に接 して い な い。 また,前 節 で 述 べた

よ うに,YaoやMiaoが ほぼ完 全 に 貨 幣 経済 の段 階 に達 して い る現 在,彼 らを 取 引

き相手 とす るMrabriが,今 な お純 然 た る物 々交i換の み に依 存 して い る か ど うか は,

検 討 の余 地 が あ ろ う。

3.鋳 造 貨 幣(1502)

 1) 別掲の 「民族 ・文化項目マトリックス」によると,鋳 造貨幣を用いる民族は,

57を数える。さらにその うち30民族が,物 々交換も並行 して行なっている。 この事実

をどう解釈するかは,個 別に実態を調べる必要があり,単 純に貨幣経済への移行過程

と見るわけにはいかない(次 項参照)。

 2) 多 くの部族的少数民族の間では,各 国の現行通貨にもま して,植 民地時代の鋳

造貨幣(特 に銀貨)が 今なお重要な役割を果 している。たとえば北タイの山地民族の

もとでは,婚 資その他の儀礼的な取引の決済に際して,中 国やインドの古い銀貨が当

て られるのが通例である。また多くの婦女子は旧インド銀貨を着衣に縫い付けて装飾

とすると同時に7蓄 財 の一手段にしている[量 1978:188]。 なかでも早 くから銀

本位制を採ってきた中国の影響を強く受けたYaoやMiaoは,通 常の取引で得た現

行通貨を,な るべ く速やかに馬蹄形や長方形の旧中国銀貨に換え,資 産の保全を図る

傾向が強い。

 いずれに してもBurmese, vietnamese, Siamese, Javaneseな どの国家構成の主

体をなす民族以外の部族的民族のもとでは,自 前の貨幣は鋳造されていない。ちなみ

に北タイの山地民族の間では,鋳 造貨幣を都市の金融機関に預金 して利殖を図るとい

う観念は,ま だ浸透 していないように思われる。

2)「 民族 ・文化項目マ トリックス」 の中では,Mrabriに 物 々交換があ るか否 かについては空欄

のままになっているが,筆 者独 自の文献サーヴ ェイの結果,こ の民族が独特の物 々交換を行な

っていることが判 明 したので,あ えて注釈を示 した。
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4.(貨 幣 と しての)子 安 貝(1503)

 1)東 南 ア ジア に限 ってみ れ ば,《 貨 幣 と しての 子 安 貝》 を 用 い る 民族 は,Taiな

ど5民 族 が 検 出 さ れ たが,そ の 中にKhasi, Angami Naga, Lametが 含 ま れ て い

る こ とは,ハ イ ネﾘゲ ル デル ン(Heine-Geldern, R.)の 次 の 見 解 と矛 盾 す るよ うに

思 われ る。

 「貨 幣 と して の宝 貝 の使 用 は,常 に 後 印 度(ビ ル マ 人,泰 国人,ラ オ人)と フ ィ リ

ピン群 島 の文 化諸 民 族 に限 られ て い た よ うに思 われ,こ れ らの 地方 の 一 部 に お いて は,
     ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   o   ■   ●   ●   ●

最 近 に至 る まで維 持 され た」(強 勢 竹 村)[HEINE-G肌DERN l923:906-907,〔 訳〕:

348]。

 これ は,子 安貝 の資 産 的特 質 を 貨 幣 と み なす か否 か に よ って,意 見 が 分 かれ る と こ

ろで あ ろ う。

 2) 周 知 の よ うに,財 貨 を 意 味 す る漢 字 の 多 くに 「貝 」 とい う字 が 含 まれ て い る こ

とか ら,中 国 で は古 くに貝 貨 が 通 用 して い た と見 る向 き もあ る よ うだ が,そ れ は あ く

まで想 定 で あ つて,決 定 的な 証 拠 は ま だ提 示 され て い な い よ うで あ る。

 た だ,そ の 中に あ って 注 目 され るの は,雲 南 の 原 住 民文 化で あ る。 とい うの は,か

の石 塞 山古墓 か ら出土 した 貯 貝器 もさ る こ とな が ら,か つ て この 地域 で 宝 貝(子 安 貝)

が貨 幣 と して用 い られ た こ とを示 唆 す る2,3の 史料 が あ る か ら で あ る。 例 え ば,

馬承 鉤 訳 ・シ ャ リニ ョン(CHARIGNON, A.)註 に よ る 『馬 可 波 羅 行紀 』 の雲 南 く 金 歯

州 〉の 条 に は,「 其 貨 幣 用 レ金,然 亦 用二海 貝_。」 とあ り,十 三 世(元 代)に 雲 南 の金

歯州(永 昌附 近)を 通 過 した マ ル コ ・ポ ー ロが,そ の 地 で 金貨 と共 に 《貝 貨》 の通 用

を確 認 した こ とが知 られ る[凋 1954:473]。

 そ して,雲 南で は,少 な くと も明代 ま で は宝 貝 が通 貨 と して 流通 してい た と見 て よ

い。 例 え ば,明 末 の 本 草 学者 ・李 時珍 撰 『本 草綱 目』 〈貝 子 〉の条 に見 え る 「古 者

貨 レ貝 為二宝亀 一,用 為二交 易一,… …今 独 雲 南 用 レ之,呼 為 二海 肥_。」3)と い う 記 述 な

ど は さ しづ め この 推測 を 裏づ け る有 力 な傍 証 と み なす こ とがで きよ う。 ち な みに く海

貝巴〉 とい う名 称 に つ い て は,清 ・祁 艶 行 撰 『爾 雅 義疏 』 に,「 蛆 者,雲 南 人 呼 レ貝 為 二

海 肥一,肥,貝 声転 也。 尤 伺 遽 羅 竹 枝 詞云,海 肥 売 買 解香 焼,注,行 銭 用既,貝 八,与 レ

肥,皆 蛆 之 別 体。」4)と い う注 釈 が あ る。

 以 上 に列 挙 した 諸史 料 に よ って,① 雲 南(永 昌 附近)で は,明 代 まで 子安 貝(宝 貝)

3)諸 橋轍次著 『大漢和辞典』(修訂版,大 修館,1985年)第6巻,1172頁,《 海肥》の項所 引の

 出典 によ る。
4)同 上
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が貨 幣 と して 通 用 して い た こと,② 雲 南 現地 で は,子 安 貝 を一般 に 〈海 肥 〉(haipa)

と呼 んで い た こ と,そ して③ 〈肥 〉 は く肌 〉 と共 に く虫巴〉(pa)の 別 字 体 で あ り,い

ず れ も 〈貝 〉(pci)の 転 音 で あ る こと,等 々の知 見 が 得 られ た ことに な る。 ちな み に

子 安貝(宝 貝)の 中国 名 に は,こ の ほか に く貝 歯 〉,〈 白貝 〉,〈 大 貝 〉,〈 紫 貝 〉

な どの異 称が あ る。

 3) と こ ろで 内 陸 奥地 の雲 南 で 子 安貝 が貨 幣 と して 流通 して い た とす る と,そ の供

給 源 と運搬 ル ー トが 問題 に な る。 例 え ば,杉 本 直 治 郎 は,か のマ ル コ ・ポ ー ロが 見 た

貝貨 は,も っぱ ら イ ン ド洋 上 の モ ル デ ィヴ群 島産 の もの が,ベ ンガ ル,ビ ル マ を 経 て

もた らされ た と説 い て い る[杉 本 1950:31-36]。 それ に対 して 柳 田 国男 は,雲 南 は

と もか くと して,少 な く とも雲 南 の 南 の や や海 よ りの地 域 で は,沖 縄 が子 安 貝 の 重 要

な供 給 地 で あ った と推 定 して い る。す な わ ち柳 田 は,「 シナ大 陸 で は ず っと昔 か ら この

宝貝 を非 常 に珍 重 して,貨 幣 や 衣 装 に つか って い た 時代 があ る。 と ころが,こ の 貝 は
                                   ●   ●   o   ●

産地が非常に限定されていて,大 陸周辺の海では採れない。一番手近な所は沖縄であ
●   ・   ●   ●   o   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●       ●   ●   ■   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●

る。……古い文献を見 ると,沖 縄から絶えず何万,何 十万いう数の宝貝即ち子安貝を

シナに貢いでいたことが記録されている。現に明代には琉球から海巴(宝 貝,子安貝)
                      ●    ●    ●    ●    ●    ●   ●    ●    ●    ●        ●    ●      ●    ●    ●

五百五十万個を進貢 した旨が目録に出ているくらいである」(強勢竹村)[柳 田 1964:
●    ●   ●    ●   ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●

395]と 述 べ て い る。

 た だ し,柳 田が 「大 陸 周 辺 の 海 で は採 れ ない 」 と言 った の は,い さ さか速 断 で,例

え ば,宗 ・周 去 非 撰 『嶺外 代 答 』 巻 七 く宝 貨 門 〉の 項 に は,「 海 南有 二大 貝_。 円背 而

紫 斑6平 面 深 縫。 … …本 草 謂二之 紫 貝 一。 … …大 理 国 以為 二甲 冑之 飾一。」5)と い う記 述

が あ り,宗 代 に海 南 島産 の 宝 貝 が,雲 南 ・大 理方 面 に運 ば れ て い た こ とが窺 え る。

 しか し筆 者 は,そ れ よ りもむ しろ,明 朝 に貢 納 された 子 安 貝 が沖 縄 側 の史 料 に 「海

巴」 の 名 で記 録 さ れて い る事 実 に注 目 した い 。

 〈海 巴 〉が 前述 の く海 媚 〉 も し くは く海肥 〉な ど と同義 同 音 の別 体 字 で あ る こ と は

言 うまで もな い。 そ う とす れ ば,遙 か 東 涯洋 上 に浮 かぶ 沖 縄 島 で ど う して雲 南 固有 の

く海 虫巴〉系 の 方 言 が 記 録 され たの で あ ろ うか。 それ に つ い て筆 者 は,や は り沖 縄 産 の

子 安 貝 が雲 南 まで 運 ば れ た と考 え るの が,最 も自然 で あ る よ うに思 われ るが,今 後 の

究 明 に待 ち た い。

 4) 〈海 肥 〉(子 安貝)の こ とを論 じたつ い で に,貴 州 省 の い わ ゆ るCowrie Shell

Miaoに つ いて 若 干触 れ て お きた い。 ミッ キー(Mickey, M.P.)に よ る と,こ のMiao

5)《 国学文庫》第42編 所収,〈 拠知不足斉叢書重印 〉鉛印本 『嶺外代答』(北平、1937年)98頁

よ り引用。
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の 一 派 は,通 称Hai-p'a Miao(Miao who wear cowrie shells)の 名 で 知 られ る と

い うの で あ るか ら,[MICKEY l947:7],漢 字 で 表 わせ ば おそ ら くく 海 巴苗 〉 ま た

は く海 肥 苗 〉 も し くは く 海娼 苗 〉の どち らか で あ ろ う と想 定 され る。 と こ ろが,こ の

Miaoは,同 じ く ミ ッキー に よ る と,少 な くと も今 日で は 子 安 貝 を 貨 幣 と して は利

用 して お らず,単 に婦 女 子 の装 飾 品 と して 用 い て い る にす ぎな い とい う[MICKEY

l947:7]。 ちな み に,貴 州 のMiaoに 関 す る基 礎 資 料 と して定 評 の あ る 『貴 州 通 志』,

『胎 南 職 方紀 略」,「黒今記』,『驚 苗 図説 』 等 には,こ の サ ブ グル ー プに 同 定 し うる よ う

な 名 称 は,目 下 の と ころま った く検 出 され て お らず,ミ ッキ0がHai-P'a Miaoと

い う名称 を い か な る典 拠 か ら得 たか は、一 種の ミス テ リー とな って い る。

5.常 設 市 場(1507)

 1)ハ イ ネ ーゲ ル デル ンは,「整 頓 した 市 場 は 僅 か な地 方 に しか 存在 せ ず(た とえ ば

カ ヂ族 の と ころやBatak族 の と ころ や セ レベ ス 島 中部 の 一 部),そ れ も多 分 高 文 化 の

影 響 に 帰 せ られ る・…d[HEINE-GELDERN 1923:906,〔 訳〕:347]と 述 べ て い る

が,そ れ は 中国 南部 につ いて も,ほ ぼ 当て は ま る。 す な わ ちMiaoやYaoが 利 用 す

る最 寄 りの 城 鎮 の常 設 市 場 は,ほ とん ど例 外 な く漢 民族 の主 導 の も とに 運 営 され て い

る。

 2) 筆 者 が1983年 及 び1984年 に 中 国広 東 省 連 南0族 自治県 を 訪 れ た 際,県 治三 江 鎮

で 開 か れ て い た 市場 は,か つ て は 定期 市 の 性 格 を 帯 び て いた ら しい が,今 日で は ほ と

ん ど連 日,市 が 立 ち,事 実 上 常 設 化 して い た。

6.定 期 市(1508)

 1) 中国南部 では,一 般 に定期市のことを 《壇》ない し 《嘘市》,《櫨会》などと

いう。《嘘》は必ず しも漢民族 の独占に委ねられているわけではなく少数民族も積極

的に参入 している。 《嘘》は城鎮内で催 されることが多いが,時 として郊外に立つこ

ともある。それに関 して牧野巽は,次 のように興味深い所見を述べている。

 「広東地方にいった時に,最 もはっきりと感 じたことであるが,あ の地方では市場

が村落内に存在することもあるが,し ばしば村落と村落との中間の道路の交叉点に開

かれる。その市のありさまは,市 が開かれる時だけ賑やかであるが,市 が終わって人

が散ずると,そ のあとは何もな くて,た だ広場があるだけである。この地方で市場を
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櫨 というのは,人 が散ずると,後 は虚しいからであると説明されているが,こ の語源

論の正否は別 としても,市 が村落の中間の入家のない所に開かれるのは,そ れが村落
           ●   ●   ●   ・   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ○   ●   ●      ●   ●   ●   ●   ●

内の交易よりは村落間の交易を主とすることを示すものであろう」(強勢竹村)[牧 野
・  ●  ●  ・  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ■  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  o  ●  ●  ●  ■  ●  ●  o   ●  ●

1952:7]。

 け だ し40年 後 に,筆 者 自身 が 同 じ く広東 省 内で 実 見 した状 況 も,こ れ とほ ぼ趣 きを

ひ と し くす る もの で あ った 。 た だ し,こ の よ うな型 の 定 期市 が,中 国南 部 に 固 有 の も

の で あ った か ど うか に つ い て は,今 後 の 検 討課 題 で あ ろ う。

2)広 西 のMiaoとYaoの 《嘘 会 》 に つ い て は,劉 錫 …蕃が 詳 し く報 じて い る[劉

1934:178]。

60


